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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
語
り
と
伝
説
―
三
河
の
浄
瑠
璃
姫
伝
承
―

浄
瑠
璃
姫
を
め
ぐ
る
近
世
唱
導

堤　
　

邦　

彦　

　
　
　
　
　
（
一
）

　

時
代
小
説
が
史
実
の
虚
構
化
を
作
品
の
生
命
と
し
、「
戦
国
」
も
の
の

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
が
武
将
た
ち
の
逸
話
を
語
り
つ
く
す
。
現
代
の
表
現
文
化

と
「
歴
史
」
の
関
係
性
を
想
起
す
る
と
き
、
い
わ
ゆ
る
歴
史
も
の
の
創
作

は
過
去
の
出
来
事
の
語
り
手
と
い
う
点
に
お
い
て
均
質
で
あ
る
。
あ
る
い

は
そ
れ
ら
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
作
品
の
根
底
に
由
来
性
を
内
包
す

る
一
群
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

　

一
方
、
寺
社
縁
起
も
ま
た
、
大
方
の
場
合
、
史
実
も
し
く
は
史
実
ら
し

く
見
え
る
事
柄
を
話
の
拠
り
所
と
す
る
由
来
語
り
の
ス
タ
イ
ル
を
と
る
こ

と
が
少
な
く
な
い
。
た
だ
し
、
縁
起
の
世
界
で
は
、
語
り
の
目
的
は
あ
く

ま
で
も
宗
門
宗
派
の
教
線
拡
大
を
志
向
す
る
の
が
常
で
あ
り
、
そ
の
点

か
ら
い
え
ば
口
承
文
芸
を
は
じ
め
と
す
る
他
領
域
の
語
り
に
は
見
ら
れ
な

い
、
あ
か
ら
さ
ま
な
布
法
の
意
図
と
民
衆
教
化
の
色
合
い
を
鮮
明
に
し
て

い
る
。
い
わ
ば
そ
れ
は
宗
教
営
為
の
言
語
化
で
も
あ
る
わ
け
だ
。

　

唱
導
者
の
ス
タ
ン
ス
か
ら
歴
史
上
の
英
傑
や
宗
祖
高
僧
の
行
実
を
縁
起

の
素
材
に
援
用
し
た
た
め
し
は
、
む
ろ
ん
古
代
・
中
世
の
宗
教
説
話
に
珍

ら
し
く
な
い
。
だ
が
、
説
話
の
量
的
な
増
大
と
、
人
々
の
俗
耳
に
入
り
易

い
平
明
通
俗
な
語
り
口
に
こ
だ
わ
る
な
ら
、
十
七
世
紀
以
後
に
顕
在
化
す

る
庶
民
仏
教
の
唱
導
営
為
は
明
ら
か
に
際
だ
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
民
衆

の
寺
社
参
詣
が
隆
盛
を
き
わ
め
た
近
世
後
期
の
社
会
に
あ
っ
て
は
、
芝
居
・

小
説
・
浮
世
絵
な
ど
で
知
ら
れ
た
源
平
争
乱
の
英
雄
伝
説
や
、
彼
ら
の
旧

跡
、
遺
品
に
か
ら
め
た
堂
宇
開
創
譚
、
本
尊
・
宝
物
の
由
来
な
ど
が
寺
宝

の
開
帳
を
と
も
な
っ
て
頻
繁
に
口
誦
さ
れ
、
あ
る
い
は
印
刻
さ
れ
て
略
縁

起
の
か
た
ち
で
大
量
に
伝
播
し
て
行
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
は
、
た
と

え
ば
源
義
経
、
静
御
前
、
平
敦
盛
と
い
っ
た
悲
劇
的
な
英
雄
像
と
個
々
の

寺
社
縁
起
と
の
か
か
わ
り
を
見
れ
ば
容
易
に
想
像
で
き
る
だ
ろ
う

（
１
）。

　

さ
て
、
伝
承
の
人
物
像
の
唱
導
話
材
化
と
い
う
意
味
で
は
、
愛
知
県
岡

崎
市
の
寺
院
に
よ
っ
て
布
宣
さ
れ
た
浄
瑠
璃
姫
伝
説
の
場
合
も
、
同
時
代

的
な
縁
起
語
り
の
特
徴
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
市
内
諸
寺
に
伝
わ
る

縁
起
書
や
霊
宝
物
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
石
田
茂
作
氏
『
浄
瑠
璃
姫
の
古

蹟
と
伝
説（

２
）』

を
は
じ
め
、
磯
沼
重
治
氏
の
調
査

（
３
）に

委
曲
が
つ
く
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
近
年
で
は
、
三
河
武
士
の
や
か
た
家
康
館
発
刊
の
特
別
展
図
録

『
岡
崎
の
説
話
―
浄
瑠
璃
姫
』（
二
〇
〇
二
）
に
よ
り
伝
承
地
、
関
係
資
料

の
全
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
近
世
後
期
の
縁
起
布
宣
の
あ

り
よ
う
を
中
心
に
、
寺
院
所
伝
の
浄
瑠
璃
姫
伝
説
の
同
時
代
的
な
意
味
を

再
検
討
し
て
み
た
い
。

　

東
海
道
矢
作
宿
に
程
近
い
遺
跡
寺
院
の
な
か
で
、
著
名
な
伝
承
地
を
あ
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げ
る
と
す
れ
ば
、
次
の
三
ヶ
寺
で
あ
ろ
う
。

　

Ａ　

光
明
院
浄
瑠
璃
寺
（
真
言
宗
醍
醐
派
、
岡
崎
市
康
生
西
）

　

Ｂ　

成
就
院
（
曹
洞
宗
、
同
吹
矢
町
）

　

Ｃ　

慶
念
山
誓
願
寺
（
時
宗
、
矢
作
町
）

　

Ａ
の
浄
瑠
璃
寺
は
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
十
月
七
日
再
写
の
巻
子

本
縁
起
『
瑠
璃
光
山
安
西
寺
薬
師
縁
起
』（
一
巻
）
を
所
蔵
し
、
寺
宝
に

浄
瑠
璃
姫
と
義
経
の
掛
福
画
（
各
一
幅
、
近
世
前
期
成
立
）
が
あ
る
。
ま

た
、
Ｂ
の
成
就
院
は
浄
瑠
璃
姫
が
身
を
投
じ
た
と
伝
え
る
淵
瀬
（
浄
瑠
璃

淵
）
の
河
岸
に
位
置
し
、
境
内
裏
手
の
供
養
塔
を
伝
説
の
あ
か
し
と
す
る
。

天
明
二
年
（
一
七
八
二
）、
菅
江
真
澄
の
発
願
に
よ
り
浄
瑠
璃
姫
の
六
百

年
忌
を
執
り
行
っ
た
の
も
こ
の
寺
で
あ
る
。

　

Ａ
・
Ｂ
の
寺
院
は
、
宗
派
・
寺
歴
は
違
っ
て
い
て
も
浄
瑠
璃
姫
伝
説
の

故
地
を
主
張
す
る
点
で
、
歴
史
伝
承
の
縁
起
化
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
戦
災
、
水
害
等
で
失
わ
れ
た
宝
物
、
資
料
も
少
な
く
な
い
た
め
、

か
つ
て
の
布
教
の
実
状
を
つ
ぶ
さ
に
知
る
て
が
か
り
は
必
ず
し
も
十
分
で

な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
Ｃ
の
誓
願
寺
の
場
合
は
、
写
本
の
巻
子
本
縁
起
、
略
縁

起
を
刷
り
出
し
た
板
木
、
姫
・
侍
女
ら
の
墓
碑
、
宝
物
遺
品
の
類
を
多
数

所
蔵
し
て
お
り
、
さ
ら
に
各
地
の
図
書
館
、
研
究
機
関
に
異
版
の
略
縁
起

が
散
在
す
る
と
い
っ
た
情
況
に
あ
る
。
そ
れ
ら
の
伝
存
資
料
に
も
と
づ
き
、

東
海
道
を
行
き
交
う
旅
人
や
参
拝
者
を
前
に
し
た
縁
起
語
り
の
生
の
姿
を

立
体
的
に
復
元
し
う
る
興
味
深
い
事
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
誓
願
寺
の
唱

導
僧
は
、
そ
れ
で
は
い
っ
た
い
伝
説
の
旧
跡
た
る
自
坊
の
由
来
を
説
く
こ

と
で
い
か
な
る
宗
教
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
、
伝
説
の
布
宣
は
寺
の
教
線
伸
長
策
と
ど
う
か
か
わ
る
の
か
。

誓
願
寺
関
与
の
縁
起
資
料
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
あ
た
り
の
事

情
を
探
っ
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
（
二
）

　

慶
念
山
誓
願
寺
の
開
創
は
長
徳
三
年
（
九
九
七
）、
恵
心
僧
都
が
、
溺

死
し
た
僧
・
慶
念
の
鎮
魂
弔
祭
の
た
め
に
建
て
た
草
堂
を
濫
觴
と
す
る
。

鎌
倉
期
に
天
台
宗
よ
り
時
宗
に
転
じ
て
以
来
、
中
世
末
の
兵
火
を
経
て
衰

退
の
時
期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
世
に
至
っ
て
再
び
教
勢
を
と
り
も
ど

し
、
矢
作
宿
の
有
力
寺
院
に
名
を
連
ね
た
。
本
尊
阿
弥
陀
如
来
は
も
と
よ

り
、
境
内
の
堂
宇
に
安
置
の
十
王
像
、
地
蔵
尊
像
（
伝
恵
心
作
）
に
庶
民

の
信
仰
が
あ
つ
ま
り
、
戦
前
ま
で
は
岡
崎
市
安
養
院
の
浄
土
宗
僧
に
よ
っ

て
十
王
図
の
絵
解
き
が
行
わ
れ
た
と
い
う

（
４
）。

十
六
・
七
世
紀
以
降
に
民
間

に
浸
透
し
た
十
王
信
仰
や
女
人
救
済
の
思
想
を
背
景
と
し
て
、
浄
瑠
璃
姫

の
悲
恋
話
が
寺
の
開
創
縁
起
に
組
み
込
ま
れ
、
そ
し
て
鎮
魂
の
物
語
を
浄

土
信
仰
に
か
ら
め
て
勧
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

門
前
に
建
つ
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
建
碑
の
「
浄
瑠
璃
姫
菩
提
所
」

碑
文
に
よ
れ
ば
、
寿
永
三
年
三
月
、
義
経
と
の
別
れ
を
悲
し
ん
だ
兼
高
長

者
の
姫
・
浄
瑠
璃
姫
は
、
管
生
川
に
身
を
沈
め
た
。
長
者
は
姫
の
遺
骸
を

埋
葬
し
十
王
堂
を
建
て
て
菩
提
を
弔
っ
た
と
い
う
。

　

い
ま
も
十
王
堂
の
脇
に
室
町
期
の
も
の
と
み
ら
れ
る

（
５
）姫

の
墓
（
五
輪
塔
）
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が
あ
り
、
二
人
の
木
像
、
掛
福
画
、
姿
見
の
鏡
、
義
経
所
持
の
薄
墨
の
笛

な
ど
の
寺
宝
と
と
も
に
、
伝
説
の
由
来
を
つ
づ
る
四
種
の
縁
起
資
料
が
伝

わ
る
。

　

ひ
と
ま
ず
こ
の
四
種
を
写
本
系
と
略
縁
起
の
板
木
に
分
け
て
書
誌
デ
ー

タ
を
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
上
の
特
色
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

〈
写
本
〉

①
『
慶
念
山
誓
願
寺
縁
起
』（
巻
子
本
・
一
巻
）

・
奥
書
に
「
寛
永
三
年
／
丙
寅
三
月
上
旬　

改
書
之
」
と
あ
る
。
縁
起

の
前
半
の
「
子
安
延
命
地
蔵
大
菩
薩
縁
掴
」
は
慶
念
の
怨
霊
を
鎮
め
る

た
め
に
造
立
さ
れ
た
地
蔵
尊
像
の
霊
験
と
利
益
。
後
半
に
「
縁
記
」
と

題
し
て
、
義
経
の
生
涯
、
姫
と
の
出
会
い
と
別
れ
、
管
生
川
入
水
、
十

王
堂
建
立
な
ど
の
浄
瑠
璃
姫
伝
説
を
し
る
す
。

②
無
題
巻
子
本
・
一
巻

・
書
写
年
未
詳
。「
源
義
経
公
略
縁
起
」「
浄
瑠
璃
姫
御
前
略
縁
起
」
の

二
篇
よ
り
な
る
。

　

①
の
二
種
の
縁
起
は
と
も
に
前
掲
磯
沼
論
文
に
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
全

貌
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。「
子
安
延
命
地
蔵
大
菩
薩
縁
掴
」
は
、

小
堂
に
安
置
さ
れ
た
地
蔵
尊
像
の
得
益
を
称
揚
し
た
も
の
で
冒
頭
に
、
入

水
し
た
慶
念
坊
の
霊
魂
得
脱
と
、
恵
心
僧
都
に
よ
る
長
徳
三
年
の
寺
堂
建

立
譚
を
載
せ
る
。

　

一
方
、①
の
後
半
部
分
を
占
め
る「
縁
起
」の
本
文
を
類
比
し
て
み
る
と
、

こ
れ
も
ま
た
浄
瑠
璃
姫
伝
説
の
記
述
に
入
る
前
に
「
子
安
延
命
地
蔵
大
菩

薩
縁
掴
」
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
怨
霊
譚
を
載
せ
る
。

当
山
の
根
元
は
往
昔
此
処

ニ
池
有
て
慶
念
と
云
し
僧
ハ
如
何
な
る
故

に
や
入
水
せ
し
と
な
ん
。
夫
よ
り
此
方
慶
念
が
淵
と
呼
伝
ふ
。
其
霊

魂
夜
毎
に
出
、
人
民
神
を
痛
し
む
。
茲

ニ
人
皇
六
十
六
代
一
條
院
御

宇
長
徳
二
丙

寅
、
彼
池
を
埋
、
平
地
に
成
し
、
成
仏
得
脱
の
為
に
恵
心

僧
都
千
体
の
地
蔵
菩
薩
を
作
り
、
一
宇
建
立
し
給
ひ
慶
念
山
誓
願
寺

と
号
霊
場
也
。

　

も
っ
と
も
こ
こ
で
は
誓
願
寺
の
開
創
を
長
徳
二
年
と
し
て
お
り
、
縁
起

の
最
重
要
記
述
で
あ
る
開
創
年
号
に
何
故
か
誤
差
が
生
じ
て
い
る
。

　

か
よ
う
な
説
話
内
容
の
重
複
と
開
創
年
号
の
不
統
一
は
、
①
が
も
と
も

と
成
立
の
異
な
る
二
つ
の
縁
起
書
を
再
写
の
折
に
合
一
し
た
写
本
で
あ
る

こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

奥
書
に
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
の
年
号
を
明
記
し
て
は
い
る
も
の
の
、

前
半
・
後
半
の
整
合
性
の
無
さ
を
み
る
か
ぎ
り
、
二
種
の
縁
起
書
を
取
り

合
わ
せ
て
写
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
よ
る
と

「
寛
永
」
の
年
号
じ
た
い
が
、
原
本
か
ら
の
再
写
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た

次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
比
較
的
新
し
い
時
代
の
縁
起
と
お
ぼ
し
き
②
の
筆

跡
と
、
①
の
そ
れ
が
同
筆
で
あ
る
こ
と
は
、
①
が
再
写
本
で
あ
る
裏
付
け

と
な
る
。
結
論
を
急
げ
ば
、
①
は
近
世
末
か
ら
近
代
初
頭
の
書
写
に
よ
る

伝
本
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

①
お
よ
び
②
を
し
て
寛
永
よ
り
は
る
か
後
代
の
縁
起
書
と
み
な
し
う
る

根
拠
の
ひ
と
つ
は
、
縁
起
の
記
述
そ
の
も
の
に
あ
る
。
た
と
え
ば
①
に
は
、

寺
宝
の
義
経
像
、
浄
瑠
璃
姫
像
を
め
ぐ
る
現
世
利
益
信
仰
と
拝
礼
の
勧
め

が
繰
り
返
し
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
左
に
引
い
て
み
よ
う
。
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終
ニ

ハ
蝦
夷
嶋
之
御
渡
り
有
て
彼
国
を
治
め
給
ひ
義
経
大
明
神
と
尊

敬
シ

奉
る
。
一
度
此
尊
像
体
を
拝
し
奉
ル
結
縁
輩

ハ
剱
難
盗
難
別
て
無

実
の
災
難
を
の
が
れ
開
運
長
久
守

ラ
せ
給
ふ
と
の
御
誓
願
也
。
又
浄

る
り
御
前

ハ
一
度
拝
し
結
縁
し
奉
る
輩

ハ
男
女
縁
談
愛
敬
感
想
あ
ら
せ

ら
る
ゝ
事

ハ
諸
人
能
知
る
所
也
。

　

目
の
前
の
尊
像
（
モ
ノ
）
と
悲
恋
入
水
の
物
語
（
コ
ト
）
が
も
の
の
み

ご
と
に
融
合
し
、
寺
僧
の
説
き
ひ
ろ
め
る
招
福
除
災
の
も
ろ
も
ろ
の
得
益

（
剣
難
、盗
難
除
け
、無
実
の
罪
の
防
除
、開
運
長
久
、そ
し
て
縁
結
び
な
ど
）

を
尊
像
結
縁
の
善
男
善
女
に
約
束
す
る
。
そ
の
よ
う
な
現
世
利
益
の
思
想

を
浄
瑠
璃
姫
縁
起
の
中
心
点
に
す
え
て
語
る
こ
と
は
、
十
八
～
十
九
世
紀

に
登
場
す
る
誓
願
寺
版
の
略
縁
起
（
後
出
③
④
）
に
顕
著
な
当
代
的
宗
風

の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
。
近
世
略
縁
起
を
め
ぐ
る
そ
の
よ
う
な
時
代
特
性

に
か
ん
が
み
る
な
ら
、
①
の
巻
子
本
の
「
寛
永
」
書
写
は
や
や
時
代
が
早

す
ぎ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

　

ち
な
み
に
②
の
縁
起
は
、
両
人
尊
像
の
利
益
に
限
定
し
た
小
振
り
の
コ

ン
パ
ク
ト
な
記
述
内
容
で
あ
り
、
寺
宝
開
帳
や
縁
日
の
折
に
朗
誦
さ
れ
る

「
読
み
縁
起
」
の
一
種
と
見
な
し
う
る
。
尊
像
拝
礼
の
効
能
は
①
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
細
部
に
こ
だ
わ
っ
て
い
え
ば
、
新
た
に
「
水
難
」

除
け
の
利
益
を
追
補
し
て
い
る
の
が
目
に
付
く
、
そ
れ
は
い
わ
ば
、
得
益

の
増
殖
と
も
い
う
べ
き
現
象
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
「
浄
瑠
璃
御

前
縁
起
」
の
末
尾
は

殊
ニ

水
難
の
う
れ
い
を
ま
ぬ
が
れ
さ
せ
給
ふ
と
の
御
誓
ひ
な
れ
バ
各

謹
で
拝
礼
遂
げ
ら
れ
ま
せ
う
。

の
ご
と
く
結
ば
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
開
創
の
当
初
よ
り
「
慶
念
淵
」
の
怨

霊
譚
を
語
っ
て
い
た
誓
願
寺
縁
起
が
、
の
ち
に
浄
瑠
璃
姫
入
水
の
伝
承
と

深
く
結
び
付
き
、
さ
ら
に
は
近
世
後
期
の
衆
庶
に
支
持
さ
れ
た
利
益
信
仰

の
流
行
色
を
反
映
し
つ
つ
、「
水
難
の
う
れ
い
」
を
退
け
る
霊
験
あ
ら
た

か
な
尊
像
奉
讃
の
信
仰
へ
と
変
遷
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
（
三
）

　

さ
て
、
寺
宝
と
一
体
化
し
て
語
ら
れ
る
現
世
利
益
の
強
調
は
、
次
の
③

④
の
略
縁
起
に
い
っ
そ
う
明
確
な
布
法
の
意
図
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
誓

願
寺
に
は
、
か
つ
て
略
縁
起
の
板
行
に
用
い
ら
れ
た
二
種
の
板
木
が
残
さ

れ
て
い
る
。
両
者
の
書
誌
デ
ー
タ
を
示
す
。

〈
略
縁
起
板
木
〉

②
『
義
経
公
浄
瑠
璃
姫
略
縁
起
』

　

・
板
木
一
枚
、
全
二
十
五
行

　

・ 

本
文
中
に
「
延
享
三
丙
寅
ま
で
七
百
五
十
年
」
と
あ
り
延
享
三
年

（
一
七
四
六
）
以
前
の
印
刻
と
推
測
さ
れ
る
。

④
『
浄
瑠
璃
御
前
菩
提
所
略
縁
記
』

　

・
板
木
八
枚

　

・
本
文
末
尾
に

　
　
　
　

寿
永
二
癸
卯
年
三
月
十
二
日

　
　
　
　

本
性
院
殿
浄
瑠
璃
姫
弘
雲
医
誓
法
女

　
　
　
　
　

安
政
二
乙
卯
年
迄
六
百
七
十
二
年
ニ
成
ル
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誓
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺

　
　
　
　
　
　
　

東
海
道
三
州
碧
海
郡
矢
作
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
王
堂　
　
　

印

と
あ
り
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
印
刻
と
わ
か
る
。

　

③
は
一
枚
刷
り
の
形
態
か
ら
考
え
て
、
宝
物
開
帳
の
折
り
に
配
布
さ
れ

た
略
縁
起
で
は
な
か
っ
た
か
。
本
文
中
に
義
経
・
姫
の
尊
像
の
利
益
に
ふ

れ
て
、此

ノ
尊
像
ヲ
一
度
拝
礼
結
願

シ
奉

ル
輩

ハ
男
女
縁
談
諸
人
愛
敬
諸
芸
□

進
ヲ
ナ
サ
シ
メ
、
及
ビ
水
火
盗
難
難
病
等
ヲ
守
護
シ

云
々
と
あ
り
、巻
子
本
縁
起
と
同
様
に
、寺
に
詣
で
て
尊
像
を
拝
す
る
「
結

縁
の
功
徳
」
に
筆
を
さ
く
の
で
あ
る
。

　

ま
た
③
の
内
題
下
に
「
境
内
ニ
浄
瑠
璃
姫
石
塔
ア
リ
／
左
右
ニ
侍
女
標

石
塔
ア
リ
」
と
い
う
注
記
が
み
え
、
奧
付
部
分
に
は

　
　

東
海
道
三
州
矢
作　

慶
念
山
誓
願
寺

　
　
　
　
　

浄
る
り
姫
菩
提
所

　
　
　
　
　

義
経
公
御
祈
願
道
場

と
あ
っ
て
、
姫
の
墓
所
と
し
て
の
遺
蹟
性
を
主
張
し
、
伝
説
の
故
地
た
る

こ
と
を
世
俗
に
勧
化
す
る
寺
側
の
布
法
戦
略
を
端
的
に
も
の
が
た
っ
て
い

る
。
③
の
略
縁
起
が
刷
ら
れ
た
延
享
三
年
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
宝
暦
八

年
（
一
七
五
八
）
十
月
十
五
日
、
東
海
道
沿
い
の
門
前
に
「
浄
る
り
姫
菩

提
所
」
の
石
碑
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
当
時
、
宗
教
名
所
の
聖
性
を

宣
伝
し
つ
つ
あ
っ
た
誓
願
寺
の
唱
導
活
動
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。
石
碑

の
台
座
に
刻
さ
れ
た
「
義
経
像
／
じ
や
う
る
り
／
ご
ぜ
ん
像
／
并
／
石
塔
」

の
文
言
に
、
わ
れ
わ
れ
は
寺
宝
の
霊
徳
を
声
高
に
説
き
ひ
ろ
め
、
街
道
往

来
の
旅
人
を
境
内
の
旧
蹟
に
い
ざ
な
う
伝
承
名
所
・
誓
願
寺
の
弘
法
姿
勢

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

略
縁
起
を
と
お
し
て
明
ら
か
に
な
る
浄
瑠
璃
姫
伝
説
の
名
所
化
と
ゆ
か

り
の
遺
宝
の
開
帳
、
そ
し
て
伝
説
の
代
弁
者
と
も
い
う
べ
き
個
々
の
宝
物

が
放
つ
「
歴
史
」
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
現
世
利
益
信
仰
の
融
合
―
―
。
そ

れ
ら
の
要
素
を
立
体
化
す
る
唱
導
の
方
法
は
④
の
安
政
版
略
縁
起
に
至

り
、
な
お
い
っ
そ
明
確
な
傾
向
性
を
示
す
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
④

は
「
当
山
の
宝
物
」
と
な
っ
て
「
今
に
伝
来
」
し
た
義
経
公
所
持
の
「
薄

墨
の
笛
」
の
由
緒
を
つ
ま
び
ら
か
に
し
、「
浄
る
り
淵
」
の
古
跡
に
言
い

お
よ
び
な
が
ら
、
尊
像
結
縁
の
功
徳
を
並
べ
た
て
る
こ
と
に
力
を
そ
そ
ぐ

の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
ま
さ
し
く
周
到
に
用
意
さ
れ
た
縁
起
語
り
の
常

套
的
な
口
吻
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
④
と
同
版
の
日
本
大
学
総
合
学
術
セ
ン
タ
ー
・
黒
川
文
庫
蔵
本

（
６
）

に
ひ
き
比
べ
て
み
る
と
、
さ
ら
に
凝
っ
た
庶
民
勧
化
の
仕
掛
け
が
工
夫
さ

れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
黒
川
文
庫
本
の
場
合
に
は
、
ま
ず
表
紙
裏
の
見

返
し
に
地
蔵
尊
像
や
義
経
、
姫
の
木
像
は
も
と
よ
り
、
薄
墨
の
笛
、
姿
見

の
鏡
な
ど
の
宝
物
を
列
挙
し
て
示
し
、
寺
参
り
の
人
々
の
好
奇
心
に
訴
え

か
け
る
。
そ
の
一
方
で
、
巻
末
に
「
四
十
二
歳
厄
除
之
秘
法
」
な
る
呪
法

指
南
を
付
載
し
、
浄
瑠
璃
姫
伝
説
と
直
接
関
係
の
な
い
呪
歌
の
知
識
を
紹

介
す
る
。
周
知
の
伝
説
に
依
拠
し
つ
つ
も
、
他
方
で
は
自
坊
を
発
信
源
と

す
る
招
福
除
災
の
庶
民
化
導
に
傾
斜
し
て
行
っ
た
幕
末
期
誓
願
寺
の
唱
導
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の
あ
り
よ
う
を
如
実
に
も
の
が
た
る
事
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
現
世
利
益
の
布
宣
に
走
る
か
よ
う
な

宗
風
は
、
当
初
か
ら
誓
願
寺
縁
起
を
特
徴
付
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ

う
だ
。
国
会
図
書
館
蔵
の
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
版
略
縁
起
『
じ
や

う
る
り
ご
ぜ
ん
ゑ
ん
ぎ（

７
）』

に
は
、
利
益
信
仰
の
性
格
を
強
め
る
以
前
の
誓

願
寺
と
伝
説
の
関
係
が
見
え
か
く
れ
す
る
。す
な
わ
ち
享
保
版
の
場
合
、「
浄

る
り
淵
」
や
義
経
像
の
安
置
に
つ
い
て
は
ふ
れ
る
も
の
の
、
浄
瑠
璃
姫
の

尊
像
に
言
及
せ
ず
、
ま
た
寺
宝
の
利
益
を
め
ぐ
る
記
述
が
見
当
た
ら
な
い
。

本
文
末
尾
に
、
兵
火
を
受
け
て
十
王
堂
の
千
体
地
蔵
以
外
こ
と
ご
と
く
焼

亡
し
た
諸
堂
が
再
興
さ
れ
、「
当
年
尊
容
幾

ほ
と
ん
ど

成
就
し
畢

お
は
んぬ

」
と
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
誓
願
寺
の
寺
勢
復
興
を
記
念
し
た
略
縁
起
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
享
保
版
か
ら
幕
末
期
略
縁
起
へ
の
変
遷
過
程

で
衆
庶
に
親
し
み
易
い
現
世
利
益
の
要
素
が
時
を
経
る
ご
と
に
付
け
加
え

ら
れ
、
浄
瑠
璃
姫
伝
説
の
古
層
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

十
八
世
紀
な
か
ば
を
境
と
し
て
、
浄
土
宗
系
諸
流
（
こ
と
に
鎮
西
白

旗
派
）
や
日
蓮
宗
の
あ
い
だ
に
寺
宝
の
霊
徳
と
目
の
前
の
宝
物
の
利
益
を

説
い
て
参
詣
人
を
化
導
す
る
近
世
庶
民
仏
教
の
勧
化
の
定
型
が
確
立
し
、

人
々
の
日
常
的
な
信
仰
生
活
に
根
を
は
る
よ
う
に
な
っ
て
行
っ
た

（
８
）。

本
稿

に
取
り
あ
げ
た
誓
願
寺
縁
起
の
変
容
も
ま
た
、
当
代
唱
導
界
の
そ
の
よ
う

な
動
向
を
反
映
し
た
も
の
と
み
て
、
大
き
く
あ
や
ま
つ
ま
い
。

注（
1
） 

た
と
え
ば
敦
盛
伝
承
に
つ
い
て
論
じ
た
佐
谷
眞
木
人
氏
『
平
家
物

語
か
ら
浄
瑠
璃
へ
』（
二
〇
〇
二
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）
第
一

部
「
平
敦
盛
像
の
成
立
と
展
開
」。
ま
た
義
経
と
静
御
前
に
ま
つ
わ

る
略
縁
起
と
し
て
は
、
茨
城
県
古
河
市
・
光
了
寺
（
真
宗
）
の
『
静

女
蛙
蟆
竜
舞
衣
略
縁
起
』（
中
野
猛
氏
編
『
略
縁
起
集
成
』
２
所
収
）

な
ど
が
あ
る
。

（
2
） 

一
九
六
九
年
、
至
文
堂
。

（
3
） 

磯
沼
重
治
氏
「
岡
崎
市
誓
願
寺
蔵
浄
瑠
璃
姫
関
係
資
料
」（『
伝
承

文
学
研
究
』
26
、
一
九
八
一
・
九
）。

（
4
） 

注
３
の
磯
沼
論
文
参
照
。

（
5
） 『
新
編 

岡
崎
市
史
』
第
二
巻
（
一
九
八
九
）
四
九
八
頁
。

（
6
） 『
略
縁
起
集
成
』
２
所
収
（
一
九
九
六
、
勉
誠
社
）。

（
7
） 

注
６
に
同
じ
。
内
題
は
「
浄
瑠
璃
御
前
菩
提
所
略
縁
起
」。

（
8
） 

堤
邦
彦
『
江
戸
の
高
僧
伝
説
』（
二
〇
〇
八
、三
弥
井
書
店
）
第
二

編
「
近
世
浄
土
僧
の
民
衆
教
化
」。

（
つ
つ
み
・
く
に
ひ
こ
／
京
都
精
華
大
学
）


